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    ◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

１
１

月
１

９
日
( 日

)  
晴
時

々
曇

り
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

児
嶋

道
夫

、
生

熊
敏

男
・

千
満

子
、

高
階

美
根

子
 

 
 

山
川

治
雄

・
白

妙
、

上
村

洋
司

・
和

美
、

栗
原

真
行

、
 

 
 

 
 

 
梶

野
照

雄
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

１
名

。
 

 

台
風

２
１

号
通

過
直

後
に

、
床

上
浸

水
被

害
の

後
片

付
け

を
し

て
い

た
事

務
局

・
沖

崎
宅

へ
、

十
津

川
村

教
育

委
員

会
か

ら
「

登
山

者
か

ら
玉

置
辻

か

ら
の

奥
駈

道
で

土
砂

崩
れ

、
倒

木
等

で
通

行
不

能
と

の
連

絡
が

あ
っ

た
の

で
、

現
地

確
認

依
頼

」
と

思
わ

れ
る

電
話

連
絡

が
あ

り
「

土
砂

崩
れ

が
林

道
拡

幅

地
点

で
あ

れ
ば

、
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
で

は
復

旧
出

来
な

い
」

旨
を

返
答

し
た

。
 

我
々

は
、
行

仙
宿

水
場

等
(
1
1
/
3
)
、
持

経
宿
・
平

治
宿

の
点

検
巡

視
(
1
1
/
4

～
5
)
、
大

日
岳
・
大

日
如

来
坐

像
等

(
1
1
/
1
2
)
の

台
風

２
１

号
・
２

２
号

の
被

害
調

査
と

復
旧

作
業

を
優

先
し

て
実

施
し

て
来

た
。

 

十
津

川
村

観
光

協
会

の
お

知
ら

せ
に

「
1
0
/
2
3
か

ら
奥

駈
道

の
玉

置
神

社

～
七

越
峰

間
の

通
行

止
め

」
が

継
続

さ
れ

て
い

る
事

か
ら

、
通

行
止

め
箇

所

の
現

地
確

認
の

点
検

巡
視

を
Ｈ

Ｐ
で

1
1
/
1
9
に

実
施

す
る

お
知

ら
せ

を
し

た
。 

山
川

さ
ん

か
ら

1
1
/
1
6
に

、
1
1
/
1
9
の

行
仙

宿
へ

の
旧

行
事

企
画

を
見

て
、

国
道

４
２

５
号

線
「

通
行

止
め

箇
所

の
凹

凸
路

面
に

敷
く

土
嚢

袋
２

０
袋

を

準
備

し
た

」
と

連
絡

が
あ

る
。

通
行

止
め

箇
所

は
、

業
者

が
工

事
を

開
始

し

て
い

る
、

未
だ

通
行

止
め

に
な

っ
て

い
る

七
越

峰
～

玉
置

辻
間

の
点

検
巡

視

を
、

２
班

に
分

け
て

(
玉

置
辻

班
・

七
越

班
)
実

施
す

る
旨

を
伝

え
た

所
、

参

加
し

て
下

さ
る

と
の

こ
と

、
本

当
に

有
難

い
。

 

1
1
/
1
7
山

川
さ

ん
が

、
七

越
峰

～
山

在
峠

間
を

下
見

し
て

下
さ

り
、
吹

越
峠

辺
り

に
根

返
り

倒
木

等
の

風
倒

木
が

多
数

あ
り

、
こ

の
風

倒
木

は
森

林
組

合

等
の
プ
ロ

に
よ

り
切
除
処
理

さ
れ

て
い

て
、

山
在

峠
ま

で
下

見
し

て
来

た
。

 

山
在

峠
か

ら
標

高
が

高
く

な
る

の
で

、
同
様

な
風

倒
木

が
集
中

し
て

い
る

可
能
性

が
あ

り
、

２
班
編
成

で
無

く
全

員
で

点
検

巡
視

し
た
方

が
良

い
と

の

ア
ド
バ
イ
ス

を
受

け
る

。
 

熊
野

本
宮
館
駐
車

場
へ
８

時
迄

に
集

合
と

し
た

。
 

川
島
車

(
児

嶋
・

生
熊

夫
妻
同
乗

)
が

、
７

時
４

５
分
頃

に
到
着

す
る

と
、

伊
賀
市

を
３

時
半

に
出

ら
れ

た
栗

原
氏

(
単
車

)
、
堺
市

を
５

時
に

出
た

梶
野

氏
、

山
川

夫
妻

(
軽
ト
ラ

)
、

上
村

夫
妻

(
車

)
、
紀
北
町

の
高

階
車

が
既
着

。
 

自
己
紹
介

と
山

川
氏

か
ら

吹
越

峠
辺

り
の

下
見
報
告

を
し

て
頂
き

、
２

班

に
分

け
ず
全

員
一
緒

に
行
動

す
る

事
に

し
た

。
 

山
川

、
上

村
、

梶
野

、
川

島
車

に
分
乗

し
、

上
切

原
の

山
在

峠
へ

の
林

道

口
路
側

に
梶

野
車

を
デ
ポ

し
、

３
台

で
山

在
峠

(
標

高
2
6
5
m
)
へ

。
 

昨
日

の
雨
も

上
が

り
、
典
型
的

な
冬
型
気
圧
配

置
に

な
り

、
や

は
り
寒

い
。
 

登
山

準
備

を
整

え
、

林
道

上
の
宝
篋
印
塔

へ
上

る
と

、
風

に
よ

る
落
枝

・

落
葉

が
沢

山
散
乱

し
て

い
て

、
大
き

な
物

は
除

け
る

。
 

 
 

 
 

 

山
在

峠
で

登
山

準
備

 
宝

篋
印

塔
で

落
枝

処
理

 
 

小
径

木
の

鋸
切

除
 

 程
な

く
、
皆
伐

さ
れ

た
斜

面
に
植

林
の
幼

木
に

被
せ

た
袋
ネ
ッ
ト

が
飛
散

し
、
獣
除

け
ネ
ッ
ト

が
奥

駈
道

へ
ポ

ー
ル
毎

倒
れ

て
少

し
歩
き
づ

ら
い

が
、

獣
除

け
ネ
ッ
ト
ポ

ー
ル

は
、
ハ
ン
マ

ー
等

で
叩

か
な

い
と

復
旧

で
き

な
い

。
 

こ
の

地
点

を
過
ぎ

る
と
小
径

木
が

あ
り

、
鋸

の
出
番

で
あ

る
。
尾

根
南
側

鉄
塔

付
近

の
急
斜

面
を

上
り
天
然

林
主
体

の
尾

根
上

に
出

る
が

、
予
想

し
た

風
倒

木
が
無

く
、
谷

間
の
篠
尾
集
落

か
ら

国
道

1
6
8
号

線
を
望

め
る
鉄
塔

で
小

休
止

す
る

。
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風
も
弱

く
陽

光
も

あ
り
急

登
し

て
来

た
の

で
寒

く
感
じ

な
い

。
 

 
 

 

眺
望

の
あ

る
鉄

塔
で

小
休

止
 

登
山

道
の

落
葉

掃
く

 
 

 
大

黒
天

神
岳

山
頂

に
て

 

 落
葉

の
あ

る
急

な
奥

駈
道

は
、
上

村
氏

が
小
竹
箒

で
掃

い
て
除

け
て

下
さ

り
、

後
に

続
く

者
は
歩
き
易

い
。

 

落
枝

を
除

け
な

が
ら

大
黒
天

神
岳

(
5
7
3
.
9
m
)
に
到
着

。
小
休

止
後

、
後

続

は
登
頂

し
て

来
て

い
な

い
が

、
倒

木
が

あ
れ

ば
処
理

す
る

間
に
追

い
つ

く
の

で
先

行
す

る
と

、
腐

倒
木

が
在

り
山

川
氏

が
チ
ェ
ン
ソ

ー
で
切
除

。
 

金
剛

多
和
手
前

の
鉄
塔

巡
視

路
分
岐

(
水

場
分
岐

・
３

分
)
か

ら
水

場
点

検

に
立
寄

る
。

道
に
小
腐

倒
木

が
在

っ
た

が
道

の
崩

れ
は
無

く
、

水
場

に
は
昨

日
の
雨

後
の

た
め

、
水
量
も

多
く

上
戸
も
飛
散

し
て

い
な

か
っ

た
。

 

 
 

 

天
神

岳
下

り
で

腐
倒

木
切

除
 
水

場
に

異
常

な
し

 
 

金
剛

多
和

・
役

行
者

石
像

前
 

思
っ

た
よ

り
も

風
倒

木
が
無

く
、
順

調
に
金
剛

多
和

(
4
4
0
m
)
に

１
０

時
１

０
分

に
到
着

。
金
剛

多
和

の
石

が
ん
内

に
役

行
者
石

像
が
祀

ら
れ

て
い

る
。
 

ト
タ
ン
屋

根
は

、
松

本
吉
殖
氏

に
よ

り
仮
設

置
さ

れ
た

が
、

出
来
映

え
が

良
い

の
か

、
上
切

原
地
区

で
改
修

す
る

と
の

事
で

あ
っ

た
が

、
未

だ
改
修

さ

れ
て

い
な

い
。

 

此
処

は
、
六

道
の

辻
と
も
呼

ば
れ

て
い

る
。
六

道
と

は
、

生
前

の
行

い
に

よ
っ

て
人

々
が
送

ら
れ

る
冥
界

で
地
獄

・
餓
鬼

・
畜

生
・
修
羅

・
人

間
・
天

に
分

か
れ

て
い

る
。
金
剛

多
和

は
冥
界

の
入
口

な
の

で
あ

る
と

森
沢
義
信
著

に
あ

る
。

 

車
は

、
上
切

原
・

山
在

峠
に
駐
車

し
て

お
り

、
五

大
尊

岳
に
向

っ
て

１
１

時
過
ぎ
迄

点
検

巡
視

し
、
引
き

返
し
金
剛

多
和

か
ら

下
る

事
に

す
る

。
 

川
島

は
、
チ
ェ
ン
ソ

ー
の
み
背
負

っ
て

登
る

。
足

の
速

い
山

川
さ

ん
は

、

先
頭

で
歩
き
腐

倒
木

を
１

本
処
理

さ
れ

て
い

る
間

に
、
川

島
が

先
頭

に
変

わ

り
腐

倒
木

を
１

本
処
理

す
る

。
急
斜

面
を

登
り

、
や
や

平
坦

な
尾

根
に

出
る

と
根

返
り

倒
木

が
在

る
が
歩

行
に
支
障

は
無

い
。

 

こ
の
頃

か
ら
北
寄

り
の

風
が
強

く
な

る
。
下
方

か
ら

１
１

時
を

過
ぎ

た
と

声
が

か
か

る
。
そ

の
地

点
で
食

事
す

る
様

に
声

を
掛

け
、
更

に
少

し
登

り
五

大
尊

岳
南

峰
(
8
2
5
m
)
直

下
で
引
き

返
す

。
 

こ
の

間
の

奥
駈

道
は

、
雑

木
等

の
天
然

林
主
体

で
、
落
枝

を
除

け
て

登
っ

て
来

た
が

、
チ
ェ
ン
ソ

ー
切
除

し
た

倒
木

は
、
腐

倒
木

３
本
程
度

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 

腐
倒

木
を

切
除

 
 

 
登

山
道

傍
の

根
返

り
倒

木
 

五
大

尊
直

下
の

戻
り

地
点

 



 3 

落
葉

の
急
斜

面
は

、
竹
箒

で
掃

か
れ

て
い

た
が

、
や

は
り

上
り
よ

り
下

り

は
慎
重

に
下

る
必
要

が
あ

る
。
戻

っ
て

来
る

と
寒

い
の

か
、
昼
食

せ
ず

に
、

下
っ

て
い

る
、
結

局
全

員
１

２
時

に
金
剛

多
和

へ
戻

っ
た

。
 

 
 

 

落
葉

で
滑

る
急

斜
面

下
る

 
 

金
剛

多
和

に
戻

る
 

 
 

風
を

避
け

て
昼

食
 

 北
風

を
避

け
、
篠
尾

へ
下

る
山

道
で
昼
食

。
昼
食

を
終

え
る
前

に
、

上
村

夫
妻

か
ら
暖

か
い
豆
腐
味
噌
汁

を
振
舞

っ
て

下
さ

り
、
冷

え
た
体

に
は

本
当

に
美
味

し
く

か
っ

た
。
児

嶋
さ

ん
か

ら
コ

ー
コ

ー
も
差

し
入

れ
し

て
下

さ
り

ホ
ッ

と
す

る
。

 

 
 

 
 

 

昼
食

に
豆

腐
味

噌
汁

、
コ

ー
ヒ

ー
の

差
し

入
れ

あ
り

 
 

本
日

の
作

業
者

 

 昼
食

後
、

本
日

作
業

者
の
記
念
撮
影

を
し

て
、

上
切

原
へ

と
下

る
。

 

こ
の

道
は

、
篠
尾

と
上
切

原
集
落

を
結
ぶ

生
活

道
で

あ
り

、
斜

面
を
緩
や

か
に
横
切

っ
て

下
る

が
、
所

々
足

場
の
少

な
い

箇
所
や
猪

に
掘

り
返

さ
れ

た

所
が

あ
る

。
約

２
５

分
歩

く
と

、
平
成

２
３

年
に

山
腹
斜

面
が

大
崩
落

し
崩

落
止

め
工

事
が

さ
れ

て
手
摺

の
あ

る
道

を
辿

り
、
渡

り
終

え
た

地
点

か
ら

工

事
再

開
の

下
モ
谷

工
事

林
道

を
辿

り
、

上
切

原
の

山
在

峠
へ

の
林

道
口

へ
。
 

 
 

 
 

 

金
剛

多
和

か
ら

の
下

山
道

 
大

崩
落

の
復

旧
工

事
斜

面
 

 
下

モ
谷

林
道

を
下

る
 

 梶
野
車

で
山

在
峠

に
駐
車

し
た
車
運
転

者
を

回
送

し
て
貰
う

。
 

吹
越

峠
付
近

の
風

倒
木

の
処

置
状
態

を
見

届
け

に
立
寄

る
。
風

倒
木

が
沢

山
処
理

さ
れ

て
お

り
、
標

高
の

低
い

地
点

で
こ

ん
な
状
態

な
ら

ば
、

山
在

峠

上
で
も

か
な

り
の

風
倒

木
が

あ
る

と
推

測
さ

れ
た

こ
と

に
納

得
す

る
。

 

 
 

 
 

 

 
 

吹
越

峠
付

近
の

風
倒

木
帯

の
切

除
状

態
 

 
 

 
 

熊
野

本
宮

館
前

で
終

礼
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山
在

峠
か

ら
戻

り
、
乗

っ
て

来
た
車

に
分
乗

し
、

熊
野

本
宮
館

に
全

員
無

事
に
到
着

。
終

礼
を

し
て

１
４

時
２

０
分

に
解
散

と
な

り
各
自

帰
宅

し
た

。
 

今
回

の
点

検
巡

視
に
よ

り
、

奥
駈

道
の

七
越

峰
～

山
在

峠
～
五

大
尊

岳
迄

は
、

道
の

崩
落

、
支
障

と
な

る
倒

木
が
無

く
な

り
歩

行
可

能
と

な
り

、
金
剛

多
和

か
ら

上
切

原
へ

の
下

山
ル

ー
ト
も
支
障

な
い

事
を

確
認

し
た

。
 

次
週

(
1
1
/
2
6
)
に

は
、

本
宮

辻
～

大
森

山
間

の
点

検
巡

視
を

実
施
予

定
。

 

 
 

 
 

 
 

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

熊
野

本
宮
館

Ｐ
0
7
;
5
5
→

0
8
:
2
0
山

在
峠

0
8
:
2
5
→

0
9
:
0
0
鉄
塔

0
9
:
1
0
→

 

0
9
:
3
5
大
黒
天

神
岳

0
9
:
4
0
→

水
場

分
岐

→
水

場
1
0
:
0
0
→

水
場

分
岐

→

1
0
:
1
0
金
剛

多
和

1
0
:
2
0
→
五

大
尊
南

峰
直

下
(
引
き

返
し

)
1
1
:
1
0
→

1
2
:
0
0

金
剛

多
和

(
昼
食

)
1
2
:
4
0
→

1
3
:
1
0
下
モ
谷

工
事

林
道
終

点
→

1
3
:
3
5
上
切

原
車
デ
ポ

地
1
3
:
4
0
→

吹
越

峠
→

1
3
:
5
0
山

在
峠

→
1
4
:
0
0
上
切

畑
→

1
4
:
1
0

熊
野

本
宮
館

Ｐ
(
解
散

)
1
4
:
2
0
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
(
記

；
川

島
、

写
真

；
梶

野
・

川
島

)
 


